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１．はじめに

　ゼロ金利時代の現在でもなお、わが国家計の金

融資産のほぼ半分は預貯金に置かれている。「貯

蓄から投資へ」という政府の旗振りにもかかわら

ず、一般家計の金融資産はなかなか投資信託や株

式などリスク性資産にシフトしない。欧米に比べ

てリスク性資産の保有が少ない原因は「日本人の

リスク許容度が低いからだ」という説がある。

　もう一つの説は「日本人の金融リテラシーが低

いからだ」というものだ。近年、世界各国で共通

の質問項目を使った金融リテラシーテストが実施

され、結果を各国比較すると日本のスコアが欧米

に比べて低かったことが、この説の根拠となって

いる。

　本稿では、日本と米国を対比しながら次のよう

な論法の主張に対して批判的な考察を行う。

［1］　�日本の家計金融資産は、リスク性資産の保

有比率が米国の家計に比べて低い。

［2］　�日本人の金融リテラシーは米国人に比べて
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　「金融リテラシーが低いから「貯蓄から投資へ」が進捗しない」という説は本当か？　論拠となる日米の調査
データを再検討すると、因果関係はむしろ逆で、「投資経験が少ないから金融リテラシーが低い」と解釈できる。
また調査結果を回答者の属性別に見ると日米では差異よりも共通点が多い。近年、国民が自らの判断で資産運用
に取り組む制度が拡充されてきているので、金融教育の機会を幅広く国民に提供してリテラシー向上が望まれる。
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